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The d&b System reality

d&b システムはその名の通り、ラウドスピーカーだけでなくコントロ
ールエレクトロニクス、機械的アクセサリー、 リモートコントロールな
どで構成される包括的なシステムです。つまり、d&bのアプローチは
音響システムを部分的にではなく全体としてお届けすることにあり
ます。個々のエレメントは厳密かつ正確に調整され、ニュートラルな

サウンド特性を誇る最高のパフォーマンスを達成するために慎重に
統合されています。同時にd&bでは、いつでもどこでも、どのシステム
でも同等の優れた音響パフォーマンスを達成できるよう、トレーニン
グ、技術情報、熟練のサービスおよびサポート、経験豊富な販売網な
ど様々なサービスを提供しています。
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The J-Series

J-Series は、d&b audiotechnik が永年に渡って築き上げてきたラウ
ドスピーカーシステムの設計と製造に対する取り組みを引き継いで
います。J-Series は、大規模サウンドリインフォースメントアプリケーシ
ョン用途を念頭に設計された製品で、どのような厳しい条件下でも
きわめて迅速にしかも容易に組替えできるアレイソリューションを提
供します。d&bは、指向特性を制御しながらシステムの大きさと重量
を最少に保つことに独特のこだわりを持っています。J-Series は、この
両方について大変優れています。また、サウンドリインフォースメント
ソリューションのために、ラウドスピーカー、電子機器、設置用アクセサ
リー金具類、リモートコントロール機能、運搬手段、アレイ性能を正確
に計算するためのセットアップデザインツールなどを統合化するこ
とで、d&bの全体論アプローチを具現化しています。J-Series は、例え
音圧が最大レベル時でも、透き通った濁りのない自然で明瞭な音質
という組み合わせを持つ「d&b仕様」を備えており、エンジニアがク
リエイティブな仕事のために必要な効率的で簡単に使えるツールで
あるニュートラルなプラットフォームを提供します。J-Series は、非常
に明瞭で繊細なオーディオ性能、カバーする距離範囲全体に渡る極
めてスムースで均質な周波数特性、幅広い帯域幅に渡る高いダイナ
ミックレンジ、そして並外れた出力やヘッドルーム性能を兼ね備えて
いるので、音楽のジャンルを問わず大規模な会場でのリインフォー
スメントのために究極の選択となります。J-Series フライングシステ
ムは、ラウドスピーカーを吊り下げるために必要な全てのコンポーネ
ントがBGV C1の三点による吊り下げシステム要件に準拠していま
す。そして、グランドスタックでもフライングでも素早く設置や組替え
が行えるようにキャビネット内に統合されています。ドライバーアッセ
ンブリーにはネオジミウム磁石を使用しているため、出力対重量比
を極めて高いレベルに増加します。ArrayCalc カリキュレーターは、
アレイの物理的、音響的性能を予測することができ、システムプラニ
ングを容易にしかも正確に行うことができます。それにより、非常に
重圧のかかる現場での試行錯誤作業を繰り返す必要がありません。
3ウェイラウドスピーカーJ8およびJ12は、音響的に調和し、機構的に
も互換性があります。さらに同じ垂直指向性、寸法、設置面積、重量、吊
り金具類、そしてドライバーアッセンブリーを共有しています。生成さ
れる垂直コヒーレントウェーブフロントにより、ユーザーの意向と会場
の垂直断面に合わせてキャビネットを最小4台から最大24 台まで
垂直アレイ構成することができます。両ラウドスピーカーはいずれも
低域と中域の間ではアクティブクロスオーバーを、中域と高域の間
ではパッシブクロスオーバーを使用しています。J8とJ12 は、2 台の
12インチネオジミウム低周波数ドライバーを外側に対極配置するこ
とで水平方向に完全対称となっています。ホーンローデッド同軸中
高域部は、ラウドスピーカーの中心部に取り付けられています。中域
ホーンは、10インチドライバーを使用しているのに対し、高域は専用
ウェーブシェーピングデバイスに3インチボイスコイルの1.4 インチ
スロート径の高域コンプレッションドライバーを使用しています。

J8 は、250 Hzまで維持される80°の水平定指向性パターンとその
高出力性能によって、天候条件によっては100 m（330フィート）以上
先までカバーすることができます。
J12 は、より広い120°の水平指向性パターンを250 Hz まで維持
し、40 m（130フィート）までの近中距離用途に特に適しています。J8 
キャビネットとJ12 キャビネットを組み合わせれば、会場に対応する
指向性およびエネルギーパターンを作り出すことができます。
J-SUBは、J8とJ12の両ラウドスピーカーと同じ幅のサイズを有し、互
換性のあるフライング機構を装備しています。18 インチ高偏位ドラ
イバーを3 台使用したバスレフレックスデザインで、1台を後方に向
けて放射することにより、フライングまたはグランドスタックどちら
の構成でも、カーディオイドまたはハイパーカーディオイドサブウーフ
ァー機能を生成します。フライングに関しては、J-SUB のみで構成さ
れる独立したコラムでも、J-Series アレイの最上部に統合させる構成
のどちらでも可能です。J-INFRAは、 カーディオイドインフラサブウ
ーファーとしてJ-Seriesシステムの帯域幅を 27 Hz まで広げたり、ヘッ
ドルームを上昇させたりするために使用します。2個のバスレフレッ
クスチャンバーには3台の21インチドライバーが搭載されており、こ
れらのチャンバーの内部では2台のドライバーが前方に向き、1台が
後方を向いています。J-SUB と J-INFRA のどちらも、、一般的な左右
のグランドスタックで設置することも、特に会場特有のカバーパタ
ーンに対応させて使用する分散ベースアレイ構成にも適していま
す。
全てのJ-Series ラウドスピーカーは、PCP（ポリウレタンキャビネット保
護）コーティングが施され、屋外で使用する場合など変化の激しい使
用環境下でキャビネットに与える悪影響から保護します。
d&b D12デュアルチャンネルアンプによってJ-Series は完全なシス
テムとなります。D12デュアルチャンネルアンプには、主電源電圧自動
検知スイッチモード電源を採用し、J-Series を含むd&bラウドスピー
カー固有の構成情報を組み込み、アナログ/デジタル信号入出力を
装備しています。このアンプは、デジタルシグナルプロセッシングを
採用してd&bが設計・製造したもので、様々な用途でのシステム特性
の正確な調整を切り替えする機能を備えています。各アンプチャン
ネルには、ユーザーが定義可能な4バンド パラメトリック イコライザ
ー機能とディレイ機能を装備しているために、外部プロセッシング機
器の必要性を最小限に抑えています。D12アンプは2ウェイアクティ
ブモードの他に、Mix TOP/SUBモードの出力設定、購入時に選択可
能な出力コネクター、d&b SenseDriveなども装備しています。 
さらに、d&bリモートネットワークインターフェイスの採用により、多く
のシステム機能や、広範なシステム統合機能を制御しモニタリングす
ることができます。d&bロードモニタリングとシステムチェックも組み
込まれているために、ラウドスピーカーのドライバー動作状況を遠隔
監視することができます。
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The J-Series

D12アンプ

J サブウーファー

J-INFRA サブウーファー

J8、J12 ラウドスピーカー 
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The J8 loudspeaker

1 4倍のクレストファクターを持った広帯域ピンクノイズを使用してピーク値を線形補正して測定
2 –6 dB と–12 dB となるポイントにおいて同じ音圧レベルの線を使いプロットされた 
 放射角度と周波数

J8ラウドスピーカー
J8 ラウドスピーカーは、特に大規模なサウンドリインフォースメント
用途を念頭に設計された製品で、12インチLF ドライバー2台、ホーン
ローデッド10インチMFドライバー1台、そして3 インチボイスコイル
の1.4 インチスロート径HFコンプレッションドライバー2台が専用の
ウェーブシェーピングデバイスに取り付けられた3 ウェイ設計です。
生成される円筒波セグメントは、垂直面でコヒーレントに結合します。
中心部に搭載する同軸MFおよびHFコンポーネントの外側にネオジ
ミウムLF ドライバーを対極配置することで、隣り合う周波数帯域がス
ムーズにオーバーラップするクロスオーバー設計が可能になりま
す。これにより、非常に優れた80°の水平方向定指向性制御を公称値
で250 Hzまで維持しています。
最大24 台までのラウドスピーカーで構成される垂直コラムを0°～ 
7°の垂直スプレイ角度範囲で1°刻みで設定して吊り下げることが
できます。J8 は、音響的および機構的にJ12 ラウドスピーカーと互換
性があり、J8 ラウドスピーカーのみのコラムで使用することはもちろ
ん、J12 ラウドスピーカーまたはJ-SUB と組み合わせることも可能で
す。
J8 キャビネットは船舶用合板製で、耐衝撃塗装と耐天候PCP（ポリウ
レタンキャビネット保護）仕上げが施されています。キャビネット前面
は頑丈なメタルグリルで保護され、側面と背面のパネルには4箇所
にハンドルが取り付けられています。

システムデータ
周波数特性（–5 dB、スタンダード） .............................. 48 Hz - 17 kHz
周波数特性（–5 dB、CUT モード） ................................ 85 Hz - 17 kHz
最大音圧レベル（1 m、無響音場）1 ................................................145 dB

ラウドスピーカーデータ
公称インピーダンス 低域/中域 ...........................................6/12 Ω
許容入力 低域（RMS/ピーク 10 ms） .........................500/2000 W
許容入力 中域（RMS/ピーク 10 ms） ........................... 200/800 W
公称指向角度（水平） ................................................................... 80°
スプレイ角度設定 .................................................... 0 - 7° （1°刻み）
コンポーネント .......................................... 2 x 12インチドライバー/ 
.....................................................................1 x 10インチドライバー
.........................2 x 1.4インチスロート径コンプレッションドライバー
................................................. パッシブクロスオーバーネットワーク
コネクター ............................................2 x EP5、オプション 2 x NL8
ピン配列 .............................................................................................
EP5 ........................ LF+:1, LF–:2, MHF+:3, MHF–:4, SenseDrive:5
NL8 ........... LF+:1+, LF–:1–, MHF+:4+, MHF–:4–, SenseDrive:3–
重量 ...........................................................................60 kg (132 lb)
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The J12 loudspeaker

1 4倍のクレストファクターを持った広帯域ピンクノイズを使用してピーク値を線形補正して測定
2 –6 dB と–12 dB となるポイントにおいて同じ音圧レベルの線を使いプロットされた 
 放射角度と周波数

J12 ラウドスピーカー
J12 ラウドスピーカーは、特に大規模なサウンドリインフォースメント
用途を念頭に設計された製品で、12インチLF ドライバー2台、ホーン
ローデッド10インチMFドライバー1台、そして3 インチボイスコイル
の1.4 インチスロート径HFコンプレッションドライバー2台が専用の
ウェーブシェーピングデバイスに取り付けられた3 ウェイ設計です。
生成される円筒波セグメントは、垂直面でコヒーレントに結合します。
中心部に搭載する同軸MFおよびHFコンポーネントの外側にネオジ
ミウムLF ドライバーを対極配置することで、隣り合う周波数帯域がス
ムーズにオーバーラップするクロスオーバー設計が可能になりま
す。これにより、非常に優れた120゜の水平方向定指向性制御を公
称値で250 Hzまで維持しています。
最大24 台までのラウドスピーカーで構成される垂直コラムを0゜
～ 7゜の垂直スプレイ角度範囲で1゜刻みで設定して吊り下げるこ
とができます。J12 は、音響的および機構的にJ8 ラウドスピーカーと
互換性があり、J12 ラウドスピーカーのみのコラムで使用することは
もちろん、J8 ラウドスピーカーまたはJ-SUB と組み合わせることも可
能です。
J12 キャビネットは船舶用合板製で、耐衝撃塗装と耐天候PCP（ポリ
ウレタンキャビネット保護）仕上げが施されています。キャビネット前
面は頑丈なメタルグリルで保護され、側面と背面のパネルには4箇
所にハンドルが取り付けられています。

システムデータ
周波数特性（–5 dB、スタンダード） .......................... 48 Hz - 17 kHz
周波数特性（–5 dB、CUT モード） .............................. 85 Hz - 17 kHz
最大音圧レベル（1 m、無響音場）1 .........................................143 dB

ラウドスピーカーデータ
公称インピーダンス 低域/中域 ...........................................6/12 Ω
許容入力 低域（RMS/ピーク 10 ms） .........................500/2000 W
許容入力 中域（RMS/ピーク 10 ms） ........................... 200/800 W
公称指向角度（水平） .................................................................120°
スプレイ角度設定 .................................................... 0 - 7° （1°刻み）
コンポーネント .......................................... 2 x 12インチドライバー/ 
.....................................................................1 x 10インチドライバー
.........................2 x 1.4インチスロート径コンプレッションドライバー
................................................. パッシブクロスオーバーネットワーク
コネクター ............................................2 x EP5、オプション 2 x NL8
ピン配列 .............................................................................................
EP5 ........................ LF+:1, LF–:2, MHF+:3, MHF–:4, SenseDrive:5
NL8 ........... LF+:1+, LF–:1–, MHF+:4+, MHF–:4–, SenseDrive:3–
重量 ...........................................................................60 kg (132 lb)
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The J subwoofer

1 音楽プログラム再生時の最高SPLピーク
2 F=フロント、R=リア

J サブウーファー
J-SUBはJ-Series用サブーウーファーで、アクティブ駆動の2 ウェイバス
レフレックス設計です。2 台のドライバーが前方に向き、1 台のドライ
バーを後方に向くように配置した3 台の高偏位ネオジミウム18イン
チドライバーを搭載しています。この形態によって生み出されるカー
ディオイド指向パターンによって、システム後部への不要な低域エネ
ルギーの回り込みによる残響フィールドを大幅に減少し、低域を正
確に再生します。
J サブウーファーは、J8/J12 の最上部に統合するか、独立したコラム
によるフライングやグランドスタックなどさまざまな組み合わせで
J8 およびJ12 ラウドスピーカーを補助することができます。キャビネ
ットは、前面両側のリギングリンクとキャビネット背面の中央リギング
リンクを使用して機械的に接続します。
J-SUB キャビネットは船舶用合板製で、耐衝撃塗装と耐天候PCP（ポ
リウレタンキャビネット保護）仕上げが施されています。ラウドスピー
カー前面と背面は頑丈なメタルグリルで保護され、側面のパネルに
は8箇所にハンドルが取り付けられています。背面には、4個の100 mm
キャスターが取り付けられています。

システムデータ
周波数特性（–5 dB スタンダード） .................................32 - 100 Hz
周波数特性（–5 dB 70 Hz INFRA モード） ..................... 32 - 70 Hz
最大音圧レベル（1 m、無響音場）1 .........................................138 dB

ラウドスピーカーデータ
公称インピーダンス フロント/リア ......................................... 4/8 Ω
許容入力（RMS/ピーク 10 ms） ..........................................................
フロント .......................................................................800/3200 W
リア .............................................................................400/1600 W
コンポーネント ............................................3 x 18インチドライバー
コネクター ............................................1 x EP5、オプション 1 x NL8
ピン配列 .............................................................................................
EP52 ...................................... F+:1, F–:2, R+:3, R–:4, SenseDrive:5
NL82 ......................... F+:1+, F–:1–, R+:4+, R–:4–, SenseDrive:3–
重量 ........................................................................ 106 kg (234 lb)
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The J-INFRA subwoofer

1 音楽プログラム再生時の最高SPLピーク
2 F=フロント、R=リア

J-INFRA サブウーファー
J-INFRAはJ-Series用INFRA サブーウーファーで、アクティブ駆動の2 
ウェイバスレフレックス設計です。これを使用することにより、J-Series
システムの周波数特性がさらに27 Hzまで拡張されています。2つの
バスレフレックスチャンバーには3 台の21インチドライバーが搭載
されており、これらのチャンバーの内部ではD12アンプのチャンネ
ルを駆動する2 台のドライバーが前方に向き、他のD12チャンネル
を駆動するドライバー1台のドライバーは後方に向くように配置され
ています。このドライバー配置によって生み出されるカーディオイド
指向パターンによって、システム後部への不要な低域エネルギーの
回り込みによる残響フィールドを大幅に減少し、低域を正確に再生し
ます。J-INFRAは、グランドスタックとしても、通常の左右セットアップ
としても、またサブウーファーアレイ内での使用にも適しています。 
J-INFRA キャビネットは船舶用合板製で、耐衝撃塗装と耐天候PCP（
ポリウレタンキャビネット保護）仕上げが施されています。ラウドスピ
ーカー前面と背面は頑丈なメタルグリルで保護され、側面のパネル
には8箇所にハンドルが取り付けられています。背面には、4個の
100 mmキャスターが取り付けられています。

システムデータ
周波数特性（-5 dB スタンダード） ............................................ 27 - 60 Hz
周波数特性（-5 dB 70 Hz モード） ............................................ 27 - 70 Hz
最大音圧レベル（シングルキャビネット、1 m、無響音場）1.......................
............................................................................................................. 141 dB

ラウドスピーカーデータ
公称インピーダンス フロント/リア .................................................3/6 Ω
許容入力 フロント（RMS/ピーク 10 ms） ..........................1200/4800 W
許容入力 フロント（RMS/ピーク 10 ms） ............................ 600/2400 W
コンポーネント ....................................................3 x 21インチドライバー
コネクター ..................................................... 1 x EP5、オプション 1 x NL8
ピン配列 .........................................................................................................
EP52.....................................................F+:1, F–:2, R+:3, R–:4, SenseDrive:5
NL82 ........................................F+:1+, F–:1–, R+:4+, R–:4–, SenseDrive:3–
重量 ......................................................................................152 kg (335 lb)

1180 [46.46"] 1040 [40.95"]
1158 [45.59"]

68
5 

[2
6.

97
"]

J-INFRA キャビネット寸法mm(インチ)
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The J-Series rigging system

安全性の承認
d&bラウンドスピーカーとアクセサリーは、事故防止のためのBGV 
C1規格に準拠しています。

45
0

1200

30
0

1200

Z5300 
J フライングフレーム
24個のJ8/J12 ラウドスピーカー用 
または最高14個までのJサブウーファー用

Z5303 
J セーフティーチェーンセット

Z5300 J フライングフレーム
付属品
Z5303 J セーフティーチェーンセット
2 x J ロードアダプター
2 x J フロントリンク
2 x ロッキングピンセット 10 mm
1 x ロッキングピンセット 11 mm

E7441 ツアーリングケース 1 x J フライングフレーム

Z5305 
J ホイストコネクターチェーン
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The J-Series rigging examples

ここではリギング例をイラストで紹介しています。Jフライングフレー
ムには、Jホイストコネクターチェーンに加えて、Jセーフティチェーンセ
ットを常に装着して、独立した吊り点に取り付けます。より詳細な情報
は、弊社ウェブサイトwww.dbaudio.comから「TI 385 d&b Line array 
design, ArrayCalc（TI 385 d&b ラインアレイデザイン、ArrayCalc）
」および「J-Series Rigging manual（J-Seriesリギングマニュアル）」が
ダウンロードできます。

J8/J12 アレイ
Z5300 J フライングフレーム
2 x Z5305 J ホイストコネクターチェーン

J-SUB アレイ
Z5300 J フライングフレーム
Z5305 J ホイストコネクターチェーン

J-Series 混成アレイ
2 x Z5300 J フライングフレーム
Z5303 J セーフティーチェーンセット

J-Series グランドスタック
Z5300 J フライングフレーム

J-Series リギング 
E7441 ツアーリングケース

J-Series リギングシステム
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The d&b ArrayCalc calculator

サブアレイ

ルームセッティング

アレイ 

音響および安全上の理由から、d&bラインアレイの設計には、必ず
d&b ArrayCalcシミュレーションツールを使用する必要がありま
す。ArrayCalc は、Microsoft Excel for Windows1 （XPまたはそれ以
降）、およびMac OS X2（10.4.10 またはそれ以降）で動作できる単
独のアプリケーションとしてご入手いただけます。 
ArrayCalc は、d&bラインアレイシステムおよびサブウーファーアレ
イの音響デザイン、パフォーマンス予測、アライメント、リギング、安全
パラメーターなど、システムエンジニアのタスクを全て行なえるわ
かりやすいツールボックスです。d&b リモートネットワークと組み合
わせて使用することにより、モバイルアプリケーション時のセットアッ
プとチューニングにかかる時間が大幅に短縮され、固定設備設計時
の初期シミュレーションを正確に実施することができるようになりま
す。EASE および DXF データの出力も可能となり、データの伝送がよ
り簡単になります。 
このプログラムは使用する会場の客席エリアをバルコニー、サイド、
円形等で簡単に最大5箇所までの客席を3Dで定義することが可能
です。更にレーザー距離計や傾斜計での測定値を取り入れる特別な
アシスト機能も用意されています。 
さらに例えばビデオキューブのような音響の伝搬を遮蔽する物が
ある場合にはこれを最大2箇所までモデル上に入力することが可能
です。1つのプロジェクトファイル上では14箇所までのフライングア
レイまたはサブウーファーコラムを単独またはペアとして定義できま
す。また、グランドスタックによる1つのサブウーファーアレイには25
箇所までのスタックを使用することが可能ですこれらはメインハン
グ、アウトフィル、ディレイラインなどそれぞれのアプリケーションに応
じて自由な位置に設置することができます。ポジション、指向性、カバ
レージおよびエイミングはトップ画面およびサイド画面に表示され
ます。それぞれのアレイで実現可能なRMSレベルが距離ベースで、
高分解能、リアルタイムで計算されます。さらにここでは帯域制限入
力信号または広域入力信号の両方を考慮して計算できます。包括的
なシミュレーションでは入力レベル、（CUT、CPL、HFC、INFRAなどの）
システム設定オプションの全て、リミッター動作、さらに空気による吸
音作用を考慮することができ、システムパフォーマンスが正確に反映
されます。（設定している場合には）遮蔽物やバルコニーによって生じ
る音響遮断も計算対象とすることができます。また、リギングコンポ
ーネントの負荷状況も継続的にモニタリングでき、所定のアレイが
安全荷重範囲内にあるかを確認することも可能です。 
サブウーファーアレイの設計用としてカバレージとポーラープロット
予測を表示させることができます。特殊アルゴリズムの使用によりサ
ブウーファーの位置とカバレージ角の特定が可能となり、これをもと
に、希望するカバレージに必要となる適切なディレイ時間が計算さ
れます。このプログラムは客席内で自由に設定可能なテストポイント
における各アレイからの到達時間とSPLを表示することができ、アレ
イ間のディレイ時間をシミュレーションすることも可能です。 
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The d&b ArrayCalc calculator

3D プロット

アライメント

リギングプロット

1 Microsoft Windows は米国及び他の国におけるマイクロソフトコーポレーションの登録商標です。

2 Mac OS は米国及び他の国におけるApple Incの登録商標です。

フライングシステムとサブアレイ間のディレイ調整には自由に定義
可能なテストポイントにおけるサブアレイと選択したフライングア
レイの位相特性を計算します。これらの両ディレイ時間の計算は個
々のアレイに対するディレイ時間の変更がリアルタイムで反映され
るため、音響測定が不要となり、大幅な時間短縮が実現されます。 
起動中の全てのアレイにおける相互作用から生まれるレベル分散
は、事前に定義された客席への3Dビューとして表示させることがで
きます。ズーム、回転の両機能を備えたこの3Dビューは画像ファイル
として出力することもできます。4種類までの設定とそれぞれのマッ
ピングは一時的に保存できます。これにより比較作業も簡単に行え
ます。 
座標、寸法、重量などといった必要情報を包括的に表示するリギング
プロットでは、出力や印刷用としての自動生成も可能となっています。
また、全てのラウドスピーカーやリギングコンポーネントを詳細に記
載したパーツリストの自動生成も可能です。 
より詳細な情報は、弊社ウェブサイトwww.dbaudio.com から「TI 385 
d&b Line array design, ArrayCalc（TI 385 d&bラインアレ
イ、ArrayCal」がダウンロードできます。
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E7910 
J-SUB 木製蓋

E7910 
J-SUB 木製蓋とJ-SUB

E7920 
J-INFRA 木製蓋

E7920
J-INFRA 木製蓋とJ-INFRA

E7919 
J ホイールボード

E7919 
J ホイールボードとJ8/12装着例

The J-Series lids
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Z5310 ツアーリングラックアッセンブリー前面外観

1 ツアーリングラックアッセンブリーはCEマーク認証を受けています。
2 PNeutrikはNeutrik AG, Liechtensteinの登録商標です。

Z5310 ツアーリングラックアッセンブリー背面外観

The Touring rack assembly and cables

ツアーリングラックアッセンブリー
Z5310ツアーリングラックアッセンブリー1 は、J-Series ユーザーを
対象とした特注のD12ツアーリングパッケージです。ラックアセンブ
リーは、以下の商品で構成されます。
スライドドア付きE7440ツアーリングラック（12 RU 19インチ）
は、100 mmキャスターが4 個、ハンドル6 個、風防ガラス窓が1 箇
所、スタック用の凹みを備え、設置面積は60 x 60 cm で、標準トラッ
ク幅に適合するように設計されております。 ショックマウント式19イ
ンチ内部スチールフレームは、アンプ3 台に加え、以下の通り必要と
なるコネクターパネルを収容できます。
Z5313 I/Oパッチパネル（1 RU 19 インチ）には、アナログおよびデ
ジタル入出力用のXLR 10個、Neutrik RJ 4524個、およびCAN-Bus終
端スイッチ1個が組み込まれています。
Z5312メインディストリビューションパネル（2 RU 19 インチ）には、
連結口付きのCEE 16 A、400 V、5ピン主電源入力1系統、16 A、 
250 VSchuko アウトレット7系統、Socapex互換LKS19ピンメスのマ
ルチピンコネクター1 個が内部でEP5 オスコネクター3 個に結線さ
れて組み込まれています。
Z5310 ツアーリングラックアッセンブリーは、チャンネルAとB、AES/
EBU、およびCAT5/CAN-BusのXLR ケーブルが配線された状態で出
荷されます。このアッセンブリーパーツの全ては、オーディオ、電源、お
よびラウドスピーカー接続等が完全に機能するかどうかを当社工場
でテストした後に出荷されています。ツアーリングラックアッセンブリ
ーの構成品には、3台のD12アンプは含まれません。

ケーブル
d&bは、最高の音質とパフォーマンスを得るために、以下に詳述する
特注のマルチコアケーブルの使用をお勧めします。このケーブルで
使用される4 mm（AWG 12）ラウドスピーカー導線は、0.15 mmか
ら特殊方法で撚り込んで製造され、高い音質と柔軟性を持ち合わせ
ています。  
K3111 MC4SD およびK3115 MC12SD ケーブルはそれぞれ、4
本および12 本のラウドスピーカー導線とMC4SDは2 本の0.5 mm 

（AWG 24）導線、MC12SDは3 本の1.0 mm（AWG 18）導線を備
え、d&b SenseDrive の信号を伝送します。どちらのケーブルもそれ
ぞれ11.5mm、20 mmと比較的小さな外径のため、フライングされ
たときにも自重を安全に支えることができます。
Z2297 MC4SD EP5 ケーブルは、EP5 オスとメスコネクターが取り
付けられた状態で供給され、何種類かの標準長から選択できます。
Z5320 MC12SD LKS19 ケーブルは、Socapex互換LKS19ピンメ
スマルチピンコネクターにLKS 19オスコネクターが取り付けられた
状態で供給され、何種類かの標準長から選択できます。
Z5321 LKS19 アダプターオス> 3 x EP5 メスは、ラウドスピーカー
の接続側に3 種類の長さのケーブルと3 個のEP5 メスが取り付け
られ、ラック側にSocapex互換LKS19ピンオスマルチピンコネクタ
ーが1個付いています。
Z5322 LKS19 アダプターメス> 3 x EP5 オスは、D12アンプ出力
への接続側に3 個のEP5 オスが取り付けられ、ラウドスピーカーへ
の接続側にSocapex 互換LKS19 ピンメスマルチピンコネクターが
1個付いています。
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The D12 amplifier

D12 アンプは、d&b が設計・生産を行なっている2 チャンネルのパ
ワーアンプです。デジタルシグナルプロセッシング（DSP）を用いて、ラ
ウドスピーカー独自の設定情報と機能を内蔵しています。デジタルと
アナログ両信号入力とリンク出力、遠隔制御、監視機能、そしてスイッ
チモードパワーサプライといった機能を備えて、d&bラウドスピーカ
ーと使用するために設計されています。前面パネルのレベル調整は、
全ての操作モード選択ができるデジタルロータリーエンコーダーが
使われており、液晶ディスプレイ（LCD）と連動して操作します。
現行全てのd&bラウドスピーカーに対応するラウドスピーカー独自
の設定とリニアモードが設定できます。D12のデジタル素子は、最高
のオーディオ性能を実現するように仕様化、構成していますが基本
遅延時間は非常に短い0.3 msに抑えています。デジタルシグナルプ
ロセッシングはラウドスピーカー独自の設定や温度や物理的要素で
変わるラウドスピーカーのドライバー動作を回路的にシミュレートし
て精巧に保護したり、切り替え機能を提供するために使われていま
す。
ユーザー定義可能なイコライゼーションやディレイ機能は、各チャン
ネルに装備されており、フロントフィルやアンダーバルコニー用ラウ
ドスピーカー用途には、他の外部プロセッサーを必要としません。4
バンドのパラメトリックイコライザーはBoost/Cutまたはノッチフィル
ターを備えており、シグナルディレイ機能は最大340 msec （= 100 m/ 
328 ft）までの遅延時間の設定が可能です。この両機能は、それぞれ
のチャンネルに独立して設定できます。ピンクノイズ、またはサイン波
プログラムが入っている信号発生器も組み込まれていて、機器の試
験や調整目的に使うことができます。アンプを簡単に識別するため
に、各アンプ毎に独自の機器名称を付けることができます。そして、パ
スワードを設定することで権限のない人が設定を変えることを防止
するロック機能も用意されています。
D12アンプは、パワーアンプに入力されるパイロット信号を検知する
ことができます（インプットモニタリング機能）。これはロードモニタ
リングにも使用されます。さらにシステムチェック機能によって、ラウド
スピーカーのインピーダンス状況を確認できます。このd&bシステム
チェック機能は、例えば本番終了後にシステムが所定の動作状態で
あるかどうかを確認する使い方ができます。一方の d&bロードモニ
タリング機能は、自動的かつ継続的にインピーダンスを検知します。

これとインプットモニタリングの組み合わせによって、国際規格であ
るIEC 60849「非常用途の音響システム」の要件に合致するように
設計されています。このアンプは、共にクロスオーバーがパッシブタ
イプであっても、複数のユニットを持ったシステムの低域と高域ドラ
イバーの状態を判断します。
D12は、動作電圧範囲を超えた場合の保護機能を備えた自動検知
スイッチモードパワーサプライを採用しています。主電源は
100/200 V（オプションで115/230 V）、50 - 60 Hz に対応してい
ます。温度と信号量を検知して制御されるファンは、内部の構成部品
を冷却するために使われています。
D12は、一般的な4から16Ω間の低負荷インピーダンスに対して特
に大きなパワーを生成できるように設計されています。周波数に対
応するインピーダンス特性は顕著に変動しますので、D12の各チャ
ンネルで駆動可能な最大キャビネット台数もラウドスピーカーの機
種によって変動します。その他に、出力ルーティング設定がデュアルチ
ャンネルモード、Mix TOP/SUB、2ウェイアクティブモードの時
は、d&bアクティブラウドスピーカーの低域ドライバーとd&b サブウ
ーファーにd&b SenseDrive 機能が供給されます。
また、入出力パネルの各チャンネルには、リンク出力付きアナログ信
号入力、リンク出力付きAES/EBUデジタル入力、その他にEP5、NL4
、NL8かを購入時に選択できるラウドスピーカー出力が装備されて
います。D12アンプ背面パネルにある2 つのRJ 45 REMOTEソケッ
トは、CAN-Busを介してd&bリモートネットワークとの接続が可能で、
リモートコントロールやモニタリングに対応しています。新しいスピ
ーカー構成設定や新たに追加される機能など、将来のファームウェ
アアップデートに使用するD-SUB9 SERVICEインターフェイスも装備
されています。

D12前面外観 D12背面外観
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The D12 amplifier data

1 XLR ピン配列アナログ入力/リンク:1 = グランド、2 = プラス信号、3 = マイナス信号    
 XLR ピン配列デジタル入力/リンク:1 = グランド、2 = 信号、3 = 信号
2 PowerCon® はNeutrik AG, Liechtensteinの登録商標。

D12 表示部
ISP, GR, OVL A/B ............................................................... LED 表示
液晶ディスプレイ（LCD） ........... グラフィック表示/120 x 32 ピクセル

D12 コントロール部
POWER、MUTE/LEVEL ................ スイッチ/ロータリーエンコーダー
機能スイッチ .............................ラウドスピーカーの機種毎に異なる
4バンドイコライザー ......................... (オプション)ピーク/ノッチ選択
ディレイ設定 .......................0.1 msec ステップで0.3 から340 msec
システムセットアップ ............. 現行のd&bラウドスピーカー/リニアモード
周波数ジェネレーター ...........................ピンクノイズまたはサイン波

D12 コネクター
アナログ 入力/リンク A/B ............................ 3 ピン XLR メス/オス1

デジタル 入力/リンク AES/BBU ....................3 ピン XLR メス/オス1

サンプリングレート ..................................................48 kHz/96 kHz
出力チャンネル A/B..............................（オプション） EP5/NL4/NL8
リモート ............................................................... 2 x RJ 45 パラレル
サービス ........................................................................SUB-D9 メス

D12 保護回路
メイン突入電流リミッター ...................................230 V時 5 A RMS
スピーカースイッチONディレイ ...............................................約2秒
過電圧保護 ..................................................................最大400 VAC

D12 データ（リニア設定、サブソニックフィルター入り時）
定格出力（THD+N < 0.1%） ...............................................................
................................................... 8Ω、2 x 750 W、両チャンネル駆動
.................................................4Ω、2 x 1200 W、両チャンネル駆動
S/N 比(無補正、RMS) ........................................................>110 dBr

D12 デジタルシグナルプロセッシング
サンプリングレート ......................96 kHz/27 Bit ADC/24 Bit DAC
アナログ入力基本遅延 ........................................................0.3 msec

D12 電源
主電圧に対する電源モード自動切換 ..........115/230 V、50 - 60 Hz
.................................................（オプション）100/200 V、50 - 60 Hz
電源コネクター ............................................................. PowerCon® 2

D12 リモートネットワーク
リモートネットワーク ............................................................CAN-Bus

D12 寸法・重量
高さx 幅x 奥行き .............................. 3 RU x 19” x 353 mm/13.9”
重量 ...............................................................................38 kg/29 lb
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D12の使用

 J8 J12   J-SUB   J-INFRA

D12ごとの 
最大ラウドスピ
ーカー数

2 2 1 1

D12ごとの最大ラウドスピーカー数

D12 のコントローラー設定

 J8 J12   J-SUB   J-INFRA

 Arc/Line x x

 CUT x x

 HFC x x

 CPL x x

 INFRA x

 HCD x x

 70 Hz x

ラウドスピーカーごとのD12のコントローラー設定

Arc および Line モード
Arcモードは、スプレイ角度が2°～7°のカーブアレイで使用される
ラインアレイのラウドスピーカーに選択します。Lineモードは、0°～1°
のスプレイ角度が3つまたはそれ以上連続するロングスローセクシ
ョンに選択します。ニアフィルの拡大分をカバーするため、Arcモード
に比べてミッドレンジの上域が低減されています。

CUT モード
CUTに設定すると、キャビネットの低域レベルが減少され、d&bのアク
ティブサブウーファーと組み合わせて使えるようになります。

HFC モード
HFC（高域補正：High Frequency Compensation）モードは、遠距離に
ある客席をカバーするためにラウドスピーカーを使用する場合、大
気中で吸収される高域エネルギーの損失を補います。HFCモード
は、2種類の設定から選択できます。40 m（130フィート）以上の距離
をカバーするキャビネットの場合はHFC1を、80 m（260 フィート）以
上の距離をカバーする場合はHFC2を選択します。HFC機能を使用
することにより、アレイ上で駆動されている全てのアンプに同一の信

The operation with D12 amplifier

号を送りながら、近い客席と離れた客席の間のサウンドバランスを
補正することができるようになります。これにより、全てのアレイ上で
同等のヘッドルームを達成することができるようになります。

CPL 機能
CPL（カップリング： CouPLing）機能は、密接するアレイを構築する場
合に、低域とミッド域を低下させることでキャビネット間のカップリン
グによる影響を補正します。CPL は、2 kHz から徐々に減衰され、 
100 Hz 以下で減衰量が最大となり、5台以上のJ-Seriesキャビネット
によってアレイを構成する時の周波数特性バランスを保ちます。CPL
機能では減衰値を-9から0の間のdB単位で設定できます。

INFRA モード 
INFRA モードでは、J-SUB周波数特性を32 Hz - 70 Hzという狭いレ
ンジに制限することができます。これにより、フルレンジモードで動作
しているd&b J-Seriesシステムを補完する目的でJ-SUBを使用するこ
とが可能となります。

HCD モード
最も効果的なサウンドリジェクションを実現するため、J-SUBおよび
J-INFRAキャビネットの指向パターンを用途に応じて電子修正するこ
とができます。D12 J-SUBおよびJ-INFRAが標準カーディオイドモー
ドに設定されている場合、キャビネットのすぐ後ろで最大リジェクショ
ンが達成されます。HCD（ハイパーカーディオイド）が選択されてい
る場合には、後方の左右における最大リジェクションのチューニング
が左のポーラープロットのように最適化されます。HCDモードはサブ
ウーファーをステージの左右にスタッキングしてステージ上の低域
エネルギーを得ようとする場合に特に有効です。

70 Hzモード
70 Hz モードでは、 J-INFRA周波数特性を27 Hz - 70 Hzというレ
ンジに制限することができます。これにより、フルレンジモードで動作
しているd&b J-Seriesシステムを補完する目的でJ-INFRAを使用する
ことが可能となります。 

d&b Sense Drive
D12は、d&b ラウドスピーカーの2ウェイアクティブモードで、または
d&b サブウーファーのアクティブモードでd&bサブウーファーのLFド
ライバーを正確に制御するd&b SenseDriveを搭載しているため、高
レベルでも極めて正確な低域特性を再生します。SenseDrive は、 
D12にEP5またはNL8コネクターと適正な5芯ケーブルを使用する
場合に限り有効となります。詳細な情報はwww.dbaudio.com でダウ
ンロード可能なd&b TI 340 SenseDriveを参照ください。        
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The J-Series frequency responses

J8 標準と CUT（単体キャビネット）
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J-INFRA 標準、70 Hz
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HFCの補正
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The J-Series configuration examples

J8/J12 をフライングラインに、J-SUBをグランドスタックにした時のJ-Series構成例

Terminated
CAN-Bus
interface

CAN-Bus

Laptop or PC
running R1

REMOTE
INPUT

REMOTE
LINK
Termination switch
set to LINK

REMOTE
INPUT
Termination switch
set to TERMINATE

Mains supply input
3 phase 16 A CEE

Mains CEE
link out

Optional AES/EBU
digital INPUT/LINK

ANALOG CH A/B
INPUT

ANALOG CH A/B
INPUT

ANALOG CH A/B
LINK

Z5321

Z5321

Z5320.025

Z5320.010

Z2297.001
R60

D12

J12

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J12

J8

J8

J8

J8

D12

D12

D12

D12

D12

D12

Z5320 MC12SD LKS19 ケーブル Z5321 LKS19 アダプター オス> 3 x EP5 メス
または
Z5323 LKS19 アダプター オス> 3 x NL8

Z5322 LKS19 アダプター メス> 3 x EP5 オス 
または
Z5324 LKS19 アダプター メス> 3 x NL8

Z2297 MC4SD EP5 ケーブル
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The J-Series configuration examples

CAN-Bus
interface

CAN-Bus

Laptop or PC
running R1

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

R60

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J12

J12

J-SUB

J-SUB

J-SUB

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q7 Q7

J-SUB

J-SUB

J-SUB

Q7 Q7

d&b Q1アレイをアウトフィル、d&b Q7ラウドスピーカーをニアフィルとした時のJ-Series 構成例

より詳細な情報は、弊社ウェブサイトwww.dbaudio.comから「
TI 385 d&b Line array design, ArrayCalc（TI 385 d&b ライン
アレイデザイン、ArrayCalc）」がダウンロードできます。
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The J-Series configuration examples

J8/J12 メイン、およびJ-SUBとJ-INFRAのアウトフィルをJ-SUBのフライングコラムに沿ってグランドスタックし、 
Q7をニアフィルとした時のJ-Series エリア構成例

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

J-SUB

J-SUB

J-SUB

Q7 Q7

Q7 Q7

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J8

J8

J8

J8

J12

J12

J-INFRA

J-INFRA

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J12

J12
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The J-Series configuration examples

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

D12

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J12

J12

J8

J8

J8

J8

J8

J8

J12

J12

J12

J12

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

J-SUB

Q7 Q7 Q7 Q7

J-INFRA J-INFRA J-INFRA J-INFRA

J8/J12 メインとJ-INFRAのアウトフィルをサブアレイとしてJ-SUBのフライングコラムに沿ってグランドスタックし、 
Q7をニアフィルとした時のJ-Series エリア構成例
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The d&b Remote network

最大合計バスケーブル長の例

ケーブル線 断
面積

180 m (600 ft) 140 m (460 ft)

500 m (1650 ft) 330 m (1100 ft)

最大合計バスケーブル長
アンプ数

32 100

d&bリモートネットワーク
d&bリモートネットワークは、コントロールルームのPCや、ミックスポ
ジション、あるいは客席のワイヤレスタブレットPCなど、ネットワーク
内のあらゆる場所からd&bラウドスピーカーシステム全体を一元的
に制御し、モニタリングすることを可能にします。
あらゆる機能や制御、詳細なシステム情報を一元的にアクセスするこ
とで、d&bシステムが持つポテンシャルをフルに発揮させることがで
きます。 
広範なモニタリングと診断機能は、システムパフォーマンスを細部に
至るまで検証します。制御に関しては、個別のラウドスピーカーごと、ま
たは複数スピーカーごとに制御したり、システム全体のスピーカーを
グループに分けて制御することが可能です。
このように柔軟性と拡張性を持つアプローチを数種類のインターフ
ェイスと組み合わせることで、d&bリモートネットワークを日々著しく
変化するモバイルアプリケーションや固定設備アプリケーションの制
御、そしてモニタリングに関する要求に的確に対応することが可能に
なります。
モバイルアプリケーションの場合には、システムエンジニアがシステ
ム検証や調整のために、d&bリモートネットワークを利用することが
できます。システムチェックや診断機能は、ショーの間でも前後でも何
時でも必要な時に詳細なモニタリングを実行できます。
固定設備アプリケーションの場合には、システム管理者が必要な操作
要求に対応するためにリモートネットワークの様々なアクセス制御レ
ベルを設定することができます。例えば、日常的に使用する機能を簡
略化したり、システムを複数アプリケーションで使用する必要がある
場合までの複雑な機能まで対応させることができます。そして、入力 /
ロードモニタリングと自動エラーメッセージを組み合わせることで、オ
ペレーターは常に最高のパフォーマンスを引き出すことができます。

d&bリモートインターフェイス
現行のd&bアンプ全機種にコントローラーエリアネットワークバス

（CAN-Bus）用リモートインターフェイスが標準装備されています。D6
とD12に装備されている2つのリモートコネクター（RJ 45）によ
り、CAN-Bus信号のデイジーチェーン接続が可能です。最もシンプル
なd&bリモートネットワークアプリケーションは、R1リモートコントロー
ルソフトウェアを実行するコンピューター1台、R60 USB ＞CANイン
ターフェイス1台、RJ 45シールドコネクター付きCAT 5シールデッドツ
イストペアケーブルとd&b D6またはD12アンプで構成します。
R1が動作する1台のコンピューターで最大5台までのR60 USB>CAN 
インターフェイスを操作することができ、1 つのアプリケーションで最
大504台のアンプを制御可能です。d&bリモートネットワークの最大
バスケーブル長は600 mです。右側の表に接続台数と使用するケー
ブルの種類によって変化する最大バスケーブル長の例を表示してい
ます。より長距離となるアプリケーションでは、例えばR70 Ethernet 
＞CANインターフェイスと光ファイバーネットワークを組み合わせる
ことで対応させることも可能です。
CAN-Busケーブルの必要条件およびインターフェイスの詳細につい
ては、当社Webサイトwww.dbaudio.com からダウンロード可能な 
d&b TI 312 d&b リモートネットワークをご参照ください。

d&bリモートネットワーク
CAN-Bus

D6

D6

D6

Computer running
 R1 or R10

Daisy chain

Terminating
connector

CAN-Bus
Interface

Z6118 R60 USB ＞CANインターフェイス

Z6124 R70 Ethernet ＞CANインターフェイス

0.25 mm2 （24 AWG）

0.75 mm2 （18 AWG）
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The d&b Remote software

R1デバイスページ、個々のデバイスの詳細画面とグループ制御例

R1メインページ、グループとマスター制御例

R1 イコライザーページ1 Microsoft 及びWindows XP/Vista/7は米国及び他の国における 
 マイクロソフトコーポレーションの登録商標です。
2 Intelは米国及び他の国におけるIntel Corporationの登録商標です。
3 Mac及びMac OS Xは米国及び他の国におけるApple Incの登録商標です。

R1リモートコントロールソフトウェア
R1リモートコントロールソフトウェアは、ドラッグアンドドロップグラフ
ィカルユーザーインターフェイスを使用して、d&bシステム をd&bリモ
ートネットワーク内の画面上に構築してバーチャル制御できる構造
になっています。
D6とD12アンプ本体のフロントパネルで操作する主要な機能と制
御をR1で遠隔操作、監視することができます。R1は、アンプをチャン
ネル単位で制御することが可能で、必要な情報のみを含むものから
詳細な情報までを含むラウドスピーカーのグループを用途に応じて
作成することができる構造になっています。ボタンやフェーダーにグ
ループを割り当てることでイコライザー、ディレイ、電源ON/OFF、ミ
ュートやCUT/HFA/HFCやCPLなどのラウドスピーカーの機能スイ
ッチをシステム全体での一括操作やゾーン毎でも制御することが
できます。
R1には、必要に応じて繰り返し使用するためにシステム設定を保存
し、呼び出すための充実した機能が備わっています。R1プロジェクト
ファイルは、異なる場所で異なる機材を使用する場合でも、簡単に調
整することができます。アクセスを制限するパスワード保護機能も備
えています。
R1は、OSがMicrosoft Windows XP SP3/Vista SP1/7 1のPC上で動
作します。バーチャルマシンの場合、R60 USB ＞CANインターフェイ
ス用Windowsドライバーを使用して、Mac OS X3のほか、新しい
Intel2 Mac3上でもR1を使用することができます。
それ以前のPower PCベースMacコンピューターやWindowsエミュ
レーターについては、Mac/PPC用R60ドライバーとの併用が必須で
す。R70 Ethernet＞CANはドライバー不要です。
最新の全ドライバーには、テンプレートとして使用可能なR1サンプル
ファイルや、R1の効果的使用方法を記述したTI 391 が
www.dbaudio.comからダウンロード可能です。

R10サービスソフトウェア
R10サービスソフトウェアは、一箇所から同時に複数のアンプのファ
ームウェアをアップデートすることが可能です。そしてR10を使用す
ることにより、AmpPresetsを必要に応じて調整することができます。

メディアコントロールとの統合 
d&b audiotechnikラウドスピーカーシステムをメディアコントロール
アプリケーションに統合する場合、R70 Ethernet ＞CANインター フ
ェイスを使用します。AMXおよびCrestron モジュール（ドライバー）
は、www.dbaudio.comで入手することができます。

EN 60849緊急非常放送アプリケーション
緊急非常放送アプリケーションのリモート制御用プログラマブルロ
ジックコントローラー（PLC）は、d&bリモートネットワークに組み込む
ことができます。
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The J-Series product overview

 品番 仕様

ラウドスピーカー Z0650.000  J8 ラウドスピーカー EP5 コネクター
 Z0650.010  J8 ラウドスピーカー NL8 コネクター
 Z0651.000  J12 ラウドスピーカー EP5 コネクター
 Z0651.010  J12 ラウドスピーカー NL8 コネクター
 Z0660.000  J サブウーファー EP5 コネクター
 Z0660.010  J サブウーファー NL8 コネクター
 Z1000.000  J-INFRA サブウーファー EP5 コネクター
 Z1000.010  J-INFRA サブウーファー NL8 コネクター

アンプ  Z2600.000  D12 アンプ EP5 (115/230 V)
 Z2600.002  D12 アンプ NL8 (115/230 V)
 Z2600.300  D12 アンプ EP5 (100/200 V)
 Z2600.302  D12 アンプ NL8 (100/200 V)

リモートネットワーク Z3000.000  R1 リモートコントロールソフトウェア1

 Z3001.000  R10 サービスソフトウェア1

 Z6118.000  R60 USB ＞ CAN インターフェース
 Z6124.000  R70 Ethernet ＞ CANインターフェース
 Z6116.000  RJ 45 オス型ターミネーター
 Z6122.000  マウンティングクランプ
 Z6123.000  マウンティングクランプ　縦型

1 www.dbaudio.comからダウンロードできます
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The J-Series product overview

 品番 仕様

ケーブル  Z2297.xxx  MC4SD EP5 ケーブル 各種ケーブル長
 Z5320.010  MC12SD LKS19 ケーブル 10 m
 Z5320.015  MC12SD LKS19 ケーブル15 m
 Z5320.025  MC12SD LKS19 ケーブル25 m
 Z5320.030  MC12SD LKS19 ケーブル30 m
 Z5321.000  LKS19 アダプター オス> 3 x EP5 メス
 Z5322.000  LKS19 アダプター メス> 3 x EP5 オス
 Z5323.000  LKS19 アダプター オス> 3 x NL8
 Z5324.000  LKS19 アダプター メス> 3 x NL8
 K3111.000  MC4SD ケーブル ケーブルのみ
 K3115.000  MC12SD ケーブル　ケーブルのみ

ラック  Z5310.000  ツアーリングラックアッセンブリー

ケース  E7441.000  ツアーリングケース 1 x J フライングフレーム

蓋  E7919.000  J ホイールボード
 E7910.000  J サブウーファー用木製蓋
 E7920.000  J-INFRA 木製蓋

アクセサリー  Z5300.000  J フライングフレーム
 Z5303.000  J セーフティチェーンセット
 Z5305.000  J ホイストコネクターチェーン
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